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基準の理解を容易にし、基準の理解を容易にし、
周知を徹底するため、細目を告示！周知を徹底するため、細目を告示！

昨年７月に、保安基準の細目事項と関係通達にお昨年７月に、保安基準の細目事項と関係通達にお
いて規定していた事項とを一体的に整理し、新たいて規定していた事項とを一体的に整理し、新た
に「道路運送車両の保安基準の細目を定める告に「道路運送車両の保安基準の細目を定める告
示」として制定示」として制定

基準の内容をより分かりやすく周知基準の内容をより分かりやすく周知

告示化されていない残りの保安基準の条項につい告示化されていない残りの保安基準の条項につい
ても、今後、同様の措置を講じることとしていますても、今後、同様の措置を講じることとしています
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灯火灯火器の器の基準基準改正改正

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
・新旧対照表・新旧対照表

・・注意注意 改正項目を一部抜粋改正項目を一部抜粋
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走行用前照灯改正点走行用前照灯改正点

新基準新基準

灯光の色は白色で灯光の色は白色で
あることあること

旧基準旧基準

灯光の色は白色又灯光の色は白色又
は淡黄色でそのすは淡黄色でそのす
べてが同一色べてが同一色

灯光の色は白色で灯光の色は白色で
あることあること

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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すれ違い用前照灯改正点すれ違い用前照灯改正点

新基準新基準

取付位置は上縁取付位置は上縁
が１．２ｍ以下、下が１．２ｍ以下、下
縁が０．５ｍ以上縁が０．５ｍ以上

旧基準旧基準

灯光の色は白色又灯光の色は白色又
は淡黄色でそのすは淡黄色でそのす
べてが同一色べてが同一色

取付位置は上縁が取付位置は上縁が
１．２ｍ以下１．２ｍ以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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前部霧灯前部霧灯改正点改正点①①

新基準新基準

光度の基準光度の基準削除削除

取付位置は上縁が取付位置は上縁が
０．８ｍ以下、かつ、０．８ｍ以下、かつ、
すれ違い用前照灯すれ違い用前照灯
照明部上縁以下、照明部上縁以下、
下縁が０．２５ｍ以下縁が０．２５ｍ以
上上

旧基準旧基準

光度は１００００ｃｄ光度は１００００ｃｄ
以下以下

照明部の中心が照明部の中心が
すれ違い用前照すれ違い用前照
灯の照明部の中灯の照明部の中
心を含む水平面心を含む水平面
以下以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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前部霧灯前部霧灯改正点改正点②②
新基準新基準

照明部の最外縁が自照明部の最外縁が自
動車の最外側から４０動車の最外側から４０
０ｍｍ以内０ｍｍ以内

左右同数で左右対称左右同数で左右対称
に取付に取付

点灯操作状態を運転点灯操作状態を運転
者席の運転者に表示者席の運転者に表示
する装置を備えるする装置を備える

旧基準旧基準

規定なし規定なし

規定なし規定なし

規定なし規定なし

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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前部霧灯前部霧灯改正点改正点③③

新基準新基準

走行用前照灯、走行用前照灯、
すれ違い前照灯すれ違い前照灯
の点灯状態にかの点灯状態にか
かわらず点灯及かわらず点灯及
び消灯ができるび消灯ができる
ことこと

旧基準旧基準

照射光線の主光照射光線の主光
軸が前方４０ｍか軸が前方４０ｍか
ら先の地面を照射ら先の地面を照射
するものは、すれするものは、すれ
違い前照灯を点灯違い前照灯を点灯
している場合には、している場合には、
点灯しない構造で点灯しない構造で
あることあること

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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車幅灯車幅灯改正点改正点①①

新基準新基準

灯光の色は白色灯光の色は白色
ただし方向指示器、ただし方向指示器、
非常点滅表示灯又非常点滅表示灯又
は側方灯と構造上は側方灯と構造上
一体となっているも一体となっているも
の又は兼用のものの又は兼用のもの
は橙色は橙色

旧基準旧基準

灯光の色は白色、灯光の色は白色、
淡黄色又は橙色で淡黄色又は橙色で
あり、すべてが同一あり、すべてが同一

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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車幅灯車幅灯改正点改正点②②

新基準新基準

光源が５Ｗ以上、３０光源が５Ｗ以上、３０
Ｗ以下Ｗ以下

数は２個又は４個数は２個又は４個

取付位置は照明部取付位置は照明部
の上縁が２．１ｍ以の上縁が２．１ｍ以
下、下縁が０．３５ｍ下、下縁が０．３５ｍ
以上以上

旧基準旧基準

光源が５Ｗ以上光源が５Ｗ以上

規定なし規定なし

取付位置は照明部取付位置は照明部
の上縁が２．１ｍ以の上縁が２．１ｍ以
下下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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側方灯改正点側方灯改正点
・・

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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側方灯側方灯改正点改正点①①

新基準新基準

長さ６ｍ超えの乗長さ６ｍ超えの乗
用車及びバスにも用車及びバスにも
必要必要

取付位置は照明取付位置は照明
部の上縁が２．１部の上縁が２．１
ｍ以下、下縁が０．ｍ以下、下縁が０．
２５ｍ以上２５ｍ以上

旧基準旧基準

乗用車及びバス乗用車及びバス
は除外は除外

取付位置は照明取付位置は照明
部の上縁が２．１部の上縁が２．１
ｍ以下ｍ以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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注）６ｍ超注）６ｍ超のの貨物自動車貨物自動車
間隔３ｍ以内間隔３ｍ以内
最前部は前端～３ｍ以内、最後部は後端～３ｍ以内最前部は前端～３ｍ以内、最後部は後端～３ｍ以内
１個は前端から１１個は前端から１//３以上かつ後端から１３以上かつ後端から１//３以上３以上
視認角度視認角度 上方上方1010°°下方下方1010°°前方前方4545°°後方後方4545°°

側方灯側方灯改正点改正点②②
平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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・・

尾灯改正点尾灯改正点
平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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尾灯改正点尾灯改正点

新基準新基準

光源が５Ｗ以上３光源が５Ｗ以上３
０Ｗ以下０Ｗ以下

取付位置は照明取付位置は照明
部の上縁が２．１部の上縁が２．１
ｍ以下、下縁が０．ｍ以下、下縁が０．
３５ｍ以上３５ｍ以上

旧基準旧基準

光源が５Ｗ以上光源が５Ｗ以上

取付位置は照明部取付位置は照明部
の上縁が２．１ｍ以の上縁が２．１ｍ以
下下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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制動灯改正点制動灯改正点

新基準新基準

取付位置は取付位置は
照明部の上照明部の上
縁が２．１ｍ縁が２．１ｍ
以下、下縁が以下、下縁が
０．３５ｍ以上０．３５ｍ以上

旧基準旧基準

取付位置は照明取付位置は照明
部の上縁が２．１部の上縁が２．１
ｍ以下ｍ以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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補助制動灯改正点
平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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補助制動灯補助制動灯改正点改正点①①

新基準新基準

乗車定員が１０人乗車定員が１０人
未満の乗用の用に未満の乗用の用に
供する四輪車の後供する四輪車の後
面には、補助制動面には、補助制動
灯を備えなければ灯を備えなければ
ならないならない。。

旧基準旧基準

任意の灯火任意の灯火

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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補助制動灯補助制動灯改正点改正点②②

新基準新基準

取付位置は照明部の取付位置は照明部の
下縁が０．８５ｍ以上下縁が０．８５ｍ以上
又は後面ガラスの最又は後面ガラスの最
下端の下方０．１５ｍ下端の下方０．１５ｍ
より上方であって、制より上方であって、制
動灯の照明部の上縁動灯の照明部の上縁
を含む水平面以上を含む水平面以上

旧基準旧基準

規定なし規定なし

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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後部反射器改正点後部反射器改正点

新基準新基準

車両中心に対して車両中心に対して
対称の位置に取付対称の位置に取付

取付位置は反射部取付位置は反射部
の上縁が１．５ｍ以の上縁が１．５ｍ以
下、下縁が０．２５下、下縁が０．２５
ｍ以上ｍ以上

旧基準旧基準

規定なし規定なし

取付位置は反射部取付位置は反射部
の中心が１．５ｍ以の中心が１．５ｍ以
下下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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後退灯改正点後退灯改正点

新基準新基準

光源が１５Ｗ以光源が１５Ｗ以
上７５Ｗ以下で、上７５Ｗ以下で、
照明部の大きさ照明部の大きさ
が２０㎠以下が２０㎠以下

旧基準旧基準

光度５０００ｃｄ以下光度５０００ｃｄ以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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方向指示器（前後面）改正点方向指示器（前後面）改正点

新基準新基準

光源が１５Ｗ以光源が１５Ｗ以
上６０Ｗ以下上６０Ｗ以下

取付位置は照明取付位置は照明
部の上縁が２．１部の上縁が２．１
ｍ以下、下縁がｍ以下、下縁が
０．３５ｍ以上０．３５ｍ以上

旧基準旧基準

光源が１５Ｗ以上光源が１５Ｗ以上

取付位置は照明部の取付位置は照明部の
上縁が２．３ｍ以下上縁が２．３ｍ以下

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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方向指示器（前後面）改正点方向指示器（前後面）改正点

新基準新基準

最外側から最外側から４００ｍ４００ｍ
ｍ以内ｍ以内であり、最であり、最
内縁間隔６００ｍｍ内縁間隔６００ｍｍ
以上以上

旧基準旧基準

最外側から４００最外側から４００
ｍ以内であり、ｍ以内であり、
最内縁間隔６０最内縁間隔６０
０ｍｍ以上０ｍｍ以上

または指示部のまたは指示部の
中心間隔が幅の中心間隔が幅の
５０％以上５０％以上

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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方向指示器（側面）改正点方向指示器（側面）改正点
平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用



2525

方向指示器（側面）改正点方向指示器（側面）改正点

新基準新基準 光源光源

長さ６ｍ以上の車長さ６ｍ以上の車
は３Ｗ以上６０Ｗ以は３Ｗ以上６０Ｗ以
下下

大型貨物車の中央大型貨物車の中央
部は１５Ｗ以上６０部は１５Ｗ以上６０
Ｗ以下Ｗ以下

その他の車は３Ｗその他の車は３Ｗ
以上３０Ｗ以下以上３０Ｗ以下

旧基準旧基準 光源光源

長さ６ｍ以上の車は長さ６ｍ以上の車は
３Ｗ以上３Ｗ以上

大型貨物車の中央大型貨物車の中央
部は１５Ｗ以上部は１５Ｗ以上

その他の車は３Ｗ以その他の車は３Ｗ以
上上

平成１８年１月１日以降生産車より適用平成１８年１月１日以降生産車より適用
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大型後部突入防止装置の大型後部突入防止装置の
対象車種の拡大について対象車種の拡大について
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突入防止装置基準改正突入防止装置基準改正

平成１７年９月１平成１７年９月１日日以降生産以降生産
車より車両総重量車より車両総重量７トン超か７トン超か
らら３．５３．５トン超トン超の貨物の運送の貨物の運送
の用に供する自動車に大型の用に供する自動車に大型
ＲバンパＲバンパーがーが適用適用。。
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突入防止装置基準改正突入防止装置基準改正
適用除外適用除外
車両総重量３．５トン超～７トン未満の貨物車両総重量３．５トン超～７トン未満の貨物
の運送の用に供する普通自動車で長さ４．７の運送の用に供する普通自動車で長さ４．７
ｍ、幅１．７ｍ、高さ２ｍ以下の自動車は、平ｍ、幅１．７ｍ、高さ２ｍ以下の自動車は、平
成１９年９月１日以降生産車より大型Ｒバン成１９年９月１日以降生産車より大型Ｒバン
パーが適用（それまでは、従前のＲバンパーパーが適用（それまでは、従前のＲバンパー
が必要）が必要）
車両総重量３．５トン超の貨物の運送の用に車両総重量３．５トン超の貨物の運送の用に
供する小型自動車は、平成１９年９月１日以供する小型自動車は、平成１９年９月１日以
降生産車より大型Ｒバンパーが適用（それま降生産車より大型Ｒバンパーが適用（それま
では、不要）では、不要）
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突入防止装置突入防止装置

指定自動車等と同一構造指定自動車等と同一構造

装置指定装置指定

識別記号が付されたもの識別記号が付されたもの

識別標識リベットが付けられたもの識別標識リベットが付けられたもの 等等

技術基準の適技術基準の適
合性合性（強度等）（強度等）

下縁の高さが下縁の高さが550mm550mm以下以下

車両中心面に対し対照車両中心面に対し対照

後車輪の最外側から内側に後車輪の最外側から内側に1100mm00mm以内以内

1500mm1500mm以下にある突入防止装置以外と以下にある突入防止装置以外と
の水平距離がの水平距離が400mm400mm以下以下

突入防止装置突入防止装置
のの取付取付要件要件

77tt 未満未満～～3.53.5超超77tt 以上以上



3030

突入防止装置突入防止装置

適用外適用外

技術基準の適合性技術基準の適合性
（強度等）（強度等）

下縁の高さ下縁の高さ700mm700mm以下以下

車両中心面に対し対照車両中心面に対し対照

1500mm1500mm以下にある突入防以下にある突入防

止装置以外との水平距離が止装置以外との水平距離が
600mm600mm以下以下

突入防止装置の突入防止装置の取取
付付要件要件

3.53.5tt以下以下（普通貨物）（普通貨物）
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大型後部突入防止装置適用年月日大型後部突入防止装置適用年月日

新車新車

平成１９年９月１日以降平成１９年９月１日以降

車両総重量３．５トン以上で車両総重量３．５トン以上で
あって小型枠のものあって小型枠のもの

新車新車
平成１７年９月１日以降平成１７年９月１日以降

車両総重量３．５トン以上車両総重量３．５トン以上

平成９年１０月１日平成９年１０月１日車両総重量７トン以上車両総重量７トン以上

平成４年６月１日平成４年６月１日車両総重量８トン以上車両総重量８トン以上
又は最大積載量５トン以上又は最大積載量５トン以上
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突入防止装置突入防止装置
車両総重量3．5t超

車両総重量3．5t以下
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ＧＶＷ３．５トン超突入防止ＧＶＷ３．５トン超突入防止
装置装置
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ＧＶＷ３．５トン超突入防止装置ＧＶＷ３．５トン超突入防止装置
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ＧＶＷ７トン以上の貨物自動車ＧＶＷ７トン以上の貨物自動車
突入防止装置が不要の要件突入防止装置が不要の要件
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ＧＶＷ７トン未満～３．５トン超のＧＶＷ７トン未満～３．５トン超の
貨物自動車突入防止装置が不要貨物自動車突入防止装置が不要

の要件の要件
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ＧＶＷ３．５トン以下の普通貨物自動車ＧＶＷ３．５トン以下の普通貨物自動車
突入防止装置が不要の要件突入防止装置が不要の要件



大型後部突入防止装置の取付け基準大型後部突入防止装置の取付け基準

550mm以下 550mm以下200mm以下

400mm以下

100mm以上



大型後部突入防止装置並びに大型後部突入防止装置並びに
技術基準適合表示例（８トン未満）技術基準適合表示例（８トン未満）

表示位置



大型後部突入防止装置並びに大型後部突入防止装置並びに
技術基準適合表示例（８トン超え）技術基準適合表示例（８トン超え）

表示位置



大型後部突入防止装置取付けステーの大型後部突入防止装置取付けステーの
技術基準適合表示例（８トン未満）技術基準適合表示例（８トン未満）

表示位置



大型後部突入防止装置の技術基準適合品表示例大型後部突入防止装置の技術基準適合品表示例

鋲



大型後部反射器について大型後部反射器について



大型後部反射器取付け基準大型後部反射器取付け基準

1.5m以下
130mm以上
の長方形

反射部
（黄色）
800c㎡以上

蛍光部
（赤色）
400c㎡以上



大型後部反射器及び取付け例大型後部反射器及び取付け例

単体の例

分割の例



大型後部突入防止装置の対象車種の拡大型後部突入防止装置の対象車種の拡
大について大について
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受験時の留意事項受験時の留意事項
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自動車の視界基準について自動車の視界基準について

１．対象車種
新車及び使用過程車を問わず新車及び使用過程車を問わずに次に掲げる自動車

①乗車定員１０人以下の乗用自動車

②車両総重量が３．５トン以下の自動車

（乗車定員１１人以上の自動車を除く）

③軽自動車

２．適用時期
平成１７年１月１日

①．前方視界基準
概概 要要



49
注）左ハンドルの場合には左右逆となる。
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前方視界の実測前方視界の実測

カーナビによって黄色
の円柱が隠れます。

標準車は黄色の円
柱が見えます。



51

②．直前側方視界基準②．直前側方視界基準

１．対象車種
軽自動車、小型自動車及び普通自動車
（乗車定員１１人以上のもの及び車両総重量８トン以

上又は最大積載量５トン以上のものを除く。）

２．適用時期
新型生産車：

継続生産車：

平成１７年１月１日以降に製作された
自動車
平成１９年１月１日以降に製作された
自動車
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３．基準概要
(1)要件
自動車の前面及び左側面（左ハンドル車にあっては

右側面）に接する高さ１ｍ、直径０．３ｍの円柱（６歳
児を模したもの）を直接に又は鏡、画像等により間接
に視認できること。

(2)適用除外
① Ａピラー（窓枠のうち車両最前にあるもの）及び室

外後写鏡による一定の大きさ以下の死角
② ワイパー、ステアリングホイールにより死角となる

部分
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直前側方視界基準直前側方視界基準

視界を確保するため
に備えられた鏡の例



自動車排出ガス・アイドリング規制及び自動車排出ガス・アイドリング規制及び
無負荷急加速モード黒煙規制無負荷急加速モード黒煙規制

整備主任者研修整備主任者研修
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（１）ディーゼル車の黒煙検査について

２５％規制車 下記以外の車両

４０％規制車
排出ガス識別記号
２桁で次の車両

ＫＡ－, ＫＢ－,
ＫＣ－, ＫＤ－,

５０％規制車
排出ガス識別記号

１桁の車両

Ｓ－, Ｕ－, Ｐ－,Ｙ－,
排出ガス識別記号

のない車
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ディーゼル・スモーク



自動車排出ガスアイドリング規制自動車排出ガスアイドリング規制

GCGC･･GEGE･･GFGF～～
ＴＡ・ＴＢ～ＴＡ・ＴＢ～

ＬＡ・ＡＡＡ等ＬＡ・ＡＡＡ等

３００３００１．０１．０四四 輪輪 車車

GDGD･･GFGF・・GMGM
５００５００２．０２．０軽自動車軽自動車

BCBC
BDBD

２０００２０００
７８００７８００４．５４．５小型二輪車小型二輪車

識別記号識別記号
HCHC

（ｐｐｍ）（ｐｐｍ）
CO CO 

(%)(%)
規制値規制値

車種車種
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自動車排ガス測定装置の車種選択ボタン自動車排ガス測定装置の車種選択ボタン
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排気ガステスタの選択ボタンについて

ガソリン・ＬＰＧ平成１０年規制前（型式欄）

「Ａ－」 「Ｂ－」 「Ｃ－」
「Ｅ－」 「Ｈ－」 「Ｊ－」
「Ｌ－」 「Ｍ－」 「Ｒ－」
「Ｔ－」 「Ｚ－」 「ＧＡ－」

「ＧＢ－」及び「識別記号なし」

の車両については、選択ボタン「C」を押してからプロー

ブを挿入してください。



速度計判定値の変更速度計判定値の変更
旧基準

３４．８㎞/h～４４．４ ㎞/h
新基準（平成１３年６月３０日～）

３１．０㎞/h～４４．４ ㎞/h
平成１９年１月１日以降の製作車

３１．０㎞/h～４０．０㎞/h
※２輪等にあっては３１．０㎞/hを２９．１㎞/hに読み替える
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大型自動車等に関する不正改大型自動車等に関する不正改
造（二次架装）の防止について造（二次架装）の防止について
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主な二次架装の例主な二次架装の例

燃料タンクの増設燃料タンクの増設

荷台に鉄板を補強のため追加で貼付荷台に鉄板を補強のため追加で貼付

大型トラックの後面プロテクターの取り大型トラックの後面プロテクターの取り
付け（全長が基準を超えるものがある）付け（全長が基準を超えるものがある）

高い荷台あおりへの変更高い荷台あおりへの変更



構造等変更検査について構造等変更検査について



２トンから３トン２トンから３トン最大積載量最大積載量

２人から３人２人から３人乗車定員乗車定員

貨物から乗用貨物から乗用用途用途

自家用から事業用自家用から事業用旅客自動車運送事業の用に供旅客自動車運送事業の用に供
する場合する場合

ガソリンからガソリンからLPGLPG等等燃料の種類燃料の種類

Ａ型からＡ型からBB型型原動機の型式原動機の型式

キャブオーバーからバンキャブオーバーからバン車体の形状車体の形状

ｵｰﾊﾞｰﾌｪﾝﾀﾞｰ等ｵｰﾊﾞｰﾌｪﾝﾀﾞｰ等長さ・幅・高さ長さ・幅・高さ

改造等の例示改造等の例示構造等変更検査に該当する範囲構造等変更検査に該当する範囲

構造等変更検査改造例構造等変更検査改造例



自動車部品を装着した場自動車部品を装着した場
合の構造等変更検査時等合の構造等変更検査時等
における取扱いについてにおける取扱いについて

（指定部品）（指定部品）
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取り付け方法取り付け方法

１．簡易な取付方法１．簡易な取付方法
・・・手で容易に着脱・・・手で容易に着脱

２．固定的取付方法２．固定的取付方法
・・・簡易、恒久的以外の方法・・・簡易、恒久的以外の方法

３．恒久的取付方法３．恒久的取付方法
・・・溶接、リベットで装着・・・溶接、リベットで装着

構造装置の軽微な変更時の取扱い
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構造構造装置装置のの軽微軽微なな変更時変更時のの取扱取扱いい

±±１００１００kgkg普通自動車普通自動車
大型特殊自動車大型特殊自動車

±±５０５０kgkg±±４４
cmcm

±±２２
cmcm

±±３３
cmcm

検査対象軽自動車検査対象軽自動車
小型自動車小型自動車

車両重量車両重量高さ高さ幅幅長さ長さ

長さ、幅、高さ、車両重量の範囲
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長さ、幅、高さ、車両重量
指定部品 指定部品以外

簡易的取付 ○ ○

一定範囲内：○固定的取付 ○
以 外：×

一定範囲内：○
恒久的取付

以 外：×

注 ○：記載事項の変更又は構造等変更検査の手続き不要
×： 〃 又は 〃 の手続き必要

取扱いの範囲取扱いの範囲
構造装置の軽微な変更時の取扱い



スポイラー

エアロパーツ取付例エアロパーツ取付例



指定部品装着車両の検査時の留意事項指定部品装着車両の検査時の留意事項

サイド・スカート

リヤ・スポイラー

フロント・スポイラー



エンクローズド・ランゲージ・キャリｱ取付例エンクローズド・ランゲージ・キャリｱ取付例

エンクローズド・ランゲージ・キャリア



導風板取付け例導風板取付け例

導風板



ウインドシールド

二輪車のウインドシールド取付例二輪車のウインドシールド取付例



指定外部品装着車両の検査時の留意事項指定外部品装着車両の検査時の留意事項

ｼｬｯｸﾙの変更
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タイヤ負荷能力の算定等に係るタイヤ負荷能力の算定等に係る
審査事務規定への規定について審査事務規定への規定について
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改正の概要改正の概要

（１）タイヤ負荷能力の算定（１）タイヤ負荷能力の算定方法方法

①ロードインデックス表示から算定を基本とし、①ロードインデックス表示から算定を基本とし、
その表示が無いものはその表示が無いものは ＪＡＴＭＡＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲＹＥＡＲ
ＢＯＯＫの最大負荷能力とするＢＯＯＫの最大負荷能力とする。。

②大型特殊自動車であって、自動車の構造②大型特殊自動車であって、自動車の構造
上の最高速度がタイヤの使用最高速度を超上の最高速度がタイヤの使用最高速度を超
える場合には、自動車の最高速度に応じ、える場合には、自動車の最高速度に応じ、
負荷能力を割引できる。負荷能力を割引できる。
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③③自動車の車両構造上の最高速度が、タイヤ自動車の車両構造上の最高速度が、タイヤ
の使用最高速度未満の場合には、自動車の使用最高速度未満の場合には、自動車
の最高速度に応じ、負荷能力をの最高速度に応じ、負荷能力を割増できる割増できる ここ
ととした。（乗用車、二輪車等を除く。）ととした。（乗用車、二輪車等を除く。）

この場合において、負荷能力の割増は、タイこの場合において、負荷能力の割増は、タイ
ヤの技術基準が適用される平成ヤの技術基準が適用される平成1717年１月１年１月１
日以降製作されたものと、それ以前製作の日以降製作されたものと、それ以前製作の
ものとで区分した。ものとで区分した。
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速度変動における負荷能力の割増し割引きについて速度変動における負荷能力の割増し割引きについて
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（２）乗用タイヤを貨物自動車へ装着した場合（２）乗用タイヤを貨物自動車へ装着した場合

乗用車用タイヤを貨物自動車に装着した場合及乗用車用タイヤを貨物自動車に装着した場合及
びその逆の場合にあっても、びその逆の場合にあっても、ロードインデックス表ロードインデックス表
示から算定を基本とし、その表示が無いものはＪＡ示から算定を基本とし、その表示が無いものはＪＡ
ＴＭＡＴＭＡ ＹＥＡＲＹＥＡＲ ＢＯＯＫの最大負荷能力ＢＯＯＫの最大負荷能力の算定の算定
方法とすることとした。方法とすることとした。



8080
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着色フィルム着色フィルム、、ステッカステッカー等の貼付禁止ー等の貼付禁止

サングラスカー ステッカー貼付
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着色フィルム
、ステッカー等
貼付禁止

（参考）

新型自動車・型式指定車

可視光線透過率
７２～７８％
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貼付しても良い例貼付しても良い例

盗難防止装置が備え盗難防止装置が備え
られていることを表示られていることを表示
する標識で、一定のする標識で、一定の
範囲内に貼付された範囲内に貼付された
ものもの （後縁から１２５（後縁から１２５
ｍｍ以内ｍｍ以内 ・下縁から・下縁から
１００ｍｍ以内）１００ｍｍ以内）

窓ガラスへの貼付物等について

125mm

100mm
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側面ガラスに貼付されるステッカ側面ガラスに貼付されるステッカーー
の取り付け位置についての取り付け位置について

１２．５ｃｍ

１
０
ｃ
ｍ
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前面ガラス等への装飾板の前面ガラス等への装飾板の
装着禁止について装着禁止について
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自動車の前面ガラス等の装着版の禁止自動車の前面ガラス等の装着版の禁止
保安基準保安基準第２９条の一部第２９条の一部改正改正
（１）背景（１）背景

近年、大型トラック等において運転者の視界を妨げる近年、大型トラック等において運転者の視界を妨げる
いわゆる装飾板の装着が問題となり、国土交通省では、いわゆる装飾板の装着が問題となり、国土交通省では、
その対策を検討するため、装飾板の種類、装着実態等その対策を検討するため、装飾板の種類、装着実態等
に関する調査を行いました。に関する調査を行いました。
この調査結果から、装飾板を取り付けることを明確にこの調査結果から、装飾板を取り付けることを明確に

禁止することが対策として有効であるという結論に至り、禁止することが対策として有効であるという結論に至り、
道路運送車両の保安基準の一部を改正することとしま道路運送車両の保安基準の一部を改正することとしま
した。した。

（２）改正概要（２）改正概要
装飾板を前面ガラス又は側面ガラスの内側にはめ込装飾板を前面ガラス又は側面ガラスの内側にはめ込

んだ場合、可視光線透過率が７０％未満となる状態は、んだ場合、可視光線透過率が７０％未満となる状態は、
基準不適合とし禁止するよう所要の改正を基準不適合とし禁止するよう所要の改正を行った行った。。
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規制の概要規制の概要

対象自動車：被牽引自動車以外の全ての自対象自動車：被牽引自動車以外の全ての自
動車動車

規制の内容：前面及び側面ガラス（運転席よ規制の内容：前面及び側面ガラス（運転席よ
りり後方の部分を除く）に装飾板を装着した状後方の部分を除く）に装飾板を装着した状
態は、基準不適合とする。態は、基準不適合とする。

（可視光線透過率が７０％以上となるものは（可視光線透過率が７０％以上となるものは
除く。）除く。）

規制の開始：平成１７年１月１日規制の開始：平成１７年１月１日



大型車両の装飾板の死角について、車両寸法を元に検証したとこ
ろ（下図参照）、高さ30cmの装飾板を装着した場合、身長160cmの
人の頭部を確認するためには、車両前端から人までの距離が約
1.5m離れていることが必要となり、更に、より大きな高さ60cmの装
飾板を装着した場合には約6m以上離れていることが必要となる。

１６００

６００

６５００～６７００

１４８０～１５２０

４８０～５００ １０２５～１０５５

１８１５～１４２０

１６６５～１７７０

２４１５～２５２０

①②

装飾板

アイポイント①：装飾板を装着したことにより広がる死角

②：①の場合より大きい装飾板を装着した
場合に広がる死角
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不適切な補修等の禁止規定

• ① 灯火器の破損、亀裂等が粘着テープ類により補

修されているもの

• ② 各種ダストブーツ類の破損、亀裂等が針金類又
は粘着テープ類により補修されているもの

• ③ 灯光の色の基準に適合させるため、灯火器の
表面に貼付したフィルム等がカラーマジック、スプ
レー等で着色されているもの

• ④ 空き缶、金属箔、金属テープ又は非金属材料を
用いて排気管の開口方向が変更されているもの
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不適切な補修等の禁止規定

• ⑤ 排気管に空き缶、軍手、布類等の異物が詰めら
れているもの

• ⑥ 走行装置の回転部分付近の車体（フェンダー）
にベルト類、ホース類、粘着テープ類、紙類、 ス
ポンジ類又は発泡スチロールが取り付けられて
いるもの

• ⑦ 緊急自動車の警光灯に形状が類似した灯火
（赤色以外のものを含み、教習用二輪車に備える
教習用灯火を除く。）であって、当該灯火に係る電
球、すべての配線及び灯火器本体（カバー類、粘
着テープ類その他の材料により覆われているもの
を含む。）が取り外されていないもの
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不適切な補修等の禁止規定

• ⑧ 不点灯状態にある灯火（速度表示装置及

び⑦の灯火を除く。）であって、当該灯火に
係る電球及びすべての配線が取り外されて
いないもの
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不適切な補修等の禁止規定

• ⑩ 灯火器、シートベルト、座席後面の緩衝 材、
後写鏡、窓ガラス、オーバーフェンダー、 排気管、
座席、ブレーキホース、ブレーキパ イプ、ショックア
ブソーバ、スプリング、タイロッ ド又は扉が粘着
テープ類、ロープ類又は針 金類で取り付けられて
いるもの（指定自動 車等に備えられたものと同
一の方法で取り 付けられたものを除く。）

• ⑪ 操縦装置の識別表示又は最大積載量の表示が
貼り付けられた紙又は粘着テープ類（ 表示を目的
として製作されたものを除く。） に記入されているも
の及び表示された内容が容易に消えるもの

• ⑨ 番号灯の一部が点灯しないもの
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【 不適合例 ① 】

テープ
灯火器の破損、
亀裂等が粘着テ
ープ類により補
修されているも
の

②不適切な補修に係る取り扱いについて
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【 不適合例 ②】

不点灯状態にある灯
火（速度表示装置及
び⑦の灯火を除
く。）であって、当
該灯火に係る電球及
びすべての配線が取
り外されていないも
の
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【 不適合例 ③】
灯火器、シートベルト、座
席後面の緩衝材、後写鏡、
窓ガラス、オーバーフェン
ダー、排気管、座席、ブレ
ーキホース、ブレーキパイ
プ、ショックアブソーバ、ス
プリング、タイロッド又は扉
が粘着テープ類、ロープ類
又は針金類で取り付けら
れているもの（指定自動車
等に備えられたものと同一
の方法で取り付けられたも
のを除く。）
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灯火の色の変更に注意

車幅灯は白色、淡黄色又は橙色でその全てが同一
であること。

適合 不適合



97

灯火器レンズ又はバルブの色あせについて

灯火器のレンズが退色又はバルブの塗装が劣化し、灯光の色が規
定されている色と判断できない場合は、不適合となりますので注

意してください。

不適合例１： 制動灯 （赤色 → 橙色）

赤色レンズの退色
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不適合例２： 方向指示器
（橙色 → 黄色）

橙色コーティングバルブ
の色落ち

灯火器レンズ又はバルブの色あせについて
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不適切な補修に係る取り扱いについて

【 不適合例 ① 】
走行装置の回
転部分付近の
車体（フェンダー
等）にベルト類、
ホース類、粘着
テープ類、紙類
、スポンジ類又
は発泡スチロー
ルが取り付けら
れているもの



クリアレンズ等についてクリアレンズ等について



従来のレンズの取付例従来のレンズの取付例

橙色のレンズ



クリアレンズの取付例（前）クリアレンズの取付例（前）

クリアレンズ



クリアレンズの取付例（後）クリアレンズの取付例（後）

後退灯 方向指示器

反射器

尾灯・制動灯



後部反射器

クリアレンズの点灯時の例クリアレンズの点灯時の例

点灯消灯



スモーク（黒色）のレンズ取付例スモーク（黒色）のレンズ取付例

スモークレンズ

後部反射器
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受験時の留意事項受験時の留意事項
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自動車検査法人ホームページ

ホームページアドレス

http://navi.go.jp
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自動車検査受検時の事故にご注意自動車検査受検時の事故にご注意

１．アクセルとブレーキを踏み間違えないようにご注意して下さい。

２．降車時にはギアを中立又は駐車位置にして下さい。

３．停車時は駐車ブレーキを確実にかけて下さい。
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検査受検時の事故検査受検時の事故！！ご注意ご注意
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おわり
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キャンピング自動車の要件キャンピング自動車の要件
（旧基準）（旧基準）

就寝設備就寝設備 水平、平、定員の１／３以上（３人→２人）水平、平、定員の１／３以上（３人→２人）

1.8m1.8m××0.5m / 0.5m / １人（子供１．５１人（子供１．５××０．４）０．４）

炊事設備炊事設備 0.3m0.3m××0.2m0.2mの調理台の調理台

炊事を行うコンロ等炊事を行うコンロ等

水道設備水道設備 １０㍑１０㍑以上の給水タンク以上の給水タンク

１０㍑１０㍑以上の排水タンク以上の排水タンク

洗面台（水の溜めることの出来るもの）洗面台（水の溜めることの出来るもの）



キャンピング自動車の要件キャンピング自動車の要件
Ａ

Ｂ

○水道・炊事・就寝設備等 ≧ （Ａ×Ｂ）÷２



旧キャンピング設備の例旧キャンピング設備の例

給水設備

水道設備炊事設備

排水設備

就寝設備



就寝部位の平面及び空間等

就寝部位の平面及び空間等就寝部位の平面及び空間等



新キャンピング自動車の追加要件新キャンピング自動車の追加要件
平成１５年４月１日実施平成１５年４月１日実施



兼用座席の条件を設定



二層構造の条件の設定



炊事・洗面台の有効高さの設定

１，６００mm以上



炊事・洗面台・利用床面積と有効高さの設定

０．５㎡以上
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盗難防止装置の構造基準の概要盗難防止装置の構造基準の概要

施錠装置の規制強化施錠装置の規制強化

イモビライザの構造基準の制定イモビライザの構造基準の制定

盗難発生警報装置の構造基準の制定盗難発生警報装置の構造基準の制定

適用時期適用時期
平成平成1818年年77月月11日以降に製作された自動車日以降に製作された自動車

（軽自動車にあっては平成（軽自動車にあっては平成2020年年77月月11日）日）
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イモビライザーイモビライザー （電子式移動ロック装置）（電子式移動ロック装置）
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盗難発生警報装置盗難発生警報装置


